
生活を“見える化”して生活過程を整える！ 
 

 

 

 

 

 
自分で気づく力を育む 

親子で考えるきっかけを作る 

保護者 

子どもが「うんちでたよ」と自分から話すようになった 

令和７年度 親子を対象とした小児期からの健康づくりプロジェクト 事業代表者 緒方昭子 

じぶんのからだノート(1 週間継続) 

こどもと一緒に記載した 

保護者が記載した 

親子で 

一緒に記録する 

一緒に生活を振り返る 

生活習慣は“突然できる”のではなく、育っていく 

自分で生活を振り返る 

自分の体に目を向ける 

書く →  見える →  気づく →  共有する 

活動で大事にしていること 

本事業のテーマは「自分の生活とからだの調子を知ろう！」、目的は自分の生活を振り返り自分の生活習慣に気が付く 

対象は、児童クラブに通う小学 1年生およびこども園に通う年中児・年長児と保護者で実施した 

児童クラブ 
こども園 

R7 年 9 月 17 日その後家庭で 1週間継続 R7 年 7 月 25 日～31 日の 5日間 


